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ス・スクリーニングに有用と思われた．

核医学　16巻6号（1979）

28．TSHリアキット（RCC）の基礎検討

　長田　篤雄

（埼玉医大・RI研）

　宮前　達也

　　（同・放）

　本キットによる標準的アッセイ法は，まず検体

（200μ～）と抗体（100μ1）を室温で2時間インキュ

ベートし（1st．　incubation），次に1251－TSH（100μ1）

を加えて同様にインキュベートし（2nd，　incuba－

tion），その後第2抗体（100μ1）を加えて室温で10

分間インキュベートし（3rd．　incubation），さらに

硫酸アンモニウムを加えて後1，500G以上で20分

間遠心分離を行ない沈殿を計測するものであり，

約5時間でカウント操作に到達できる．

　今回の検討項目は，第1インキュベーションの

時間と温度の影響・第2インキュベーションの時

間による影響・第1・TSHとの相関・高濃度血清

の希釈試験・アッセイ内とアッセイ間での同一検

体による変動率・回収率・正常値範囲および小量

検体による変法・アッセイを2日間で行なう変法

・ 測定レンジを拡大する変法について検討を行な

った．

　オリジナルな測定法で十分満足できる結果と考

えるが，第2インキュベーションは3時間まで延

長してもよい．第1・TSHと比較した場合，第1・

TSHをX，　RCC・TSHをYとしてY－0．764X十

2・437，r－0・960で相関は良いが，低濃度で高めに

高濃度で低めな傾向が観察された．希釈試験・変

動率・回収率ともに良好な成績であった．変法と

しては，方法1・検体を100μ1とし他をすべてオ

リジナル法で行なう．方法2・検体を100μ1とし

第1インキュベーションを25°C・2時間，第2イ

ンキュベーションを4°C・18時間で行なう．方法

3・125μU／mlの標準検体を加えて測定レンジを拡

大し，検体100　plで第1インキュベーションを

25°C・4時間，第2インキュベーションを4°C・18

時間で行なう．以上3方法が実用的と考える．

29．IRMA法による血清ferritinの測定　第3報

木戸　　晃　　飯尾　正宏

山田　英夫　　黒田　　彰

　（東京都養育院・核放）

町田　豊平　　三木　　誠

大石　幸彦　　上田　正山

柳沢　宗利

　　　（慈恵医大・泌）

　Immuno　radio　metric　assay法によるRoche社

製ferritin　kitの基礎的検討および臨床的検討を行

なった．

　1）standard　curveは同一kitを用い，3週間

後のものと比較した．3週間後にはstandard　curve

は平低化し，50～100ng／m1がほとんどフラット

に近く，測定値に誤差が大きいことが示唆された．

　2）　回収率試験では，高濃度のferritinの添加

により回収率は80％前後に低下した．

　3）stock　serumを用い希釈試験を行ない，測

定時には少なくとも4倍以上の希釈検体を用いる

必要があることが示唆された．

　4）　kit中のcontrol　serumのwithin　assay

errorを検討し，高濃度controlでは測定値は低

値を示したが，CV％は14であり安定した測定値

が得られた．

　5）　Roche・kitとHoechst　kitによる測定値の

間の相関係数は0．67であった．

　6）健常男子13例，女子9例の血清ferritinの

平均値は，それぞれ76．8ng／m1，55．Ong／m1であ

り，男子の正常上限値は170ng／m1と設定した．

　7）　泌尿器科悪性腫瘍26例について血清　fer－

ritin値を検討した．その結果，腎細胞癌，前立腺

癌，睾丸腫瘍で血清ferritin値が高値を示した症

例が認められた．
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